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取材のポイント
・川会所の模型について
35分の１スケールで、令和７年５月から制作を開始、約8か月間かけて制作されました。
旧東海道（現 川越し街道）、札場、川会所を制作頂き、江戸時代当時の川会所周辺の様子が分かります。
実際に解体工事現場を見て頂いたうえで制作してもらったため、川会所模型の半分は内部構造が分かるよう
になっています。

私が担当者です：島田市 観光文化部 博物館課 文化財係
　電話：0547-32-1350（内線：） FAX：0547-32-1360　当日の担当者： 博物館課 文化財係
担当者からの一言：川会所の移築事業を地元の若者たちに盛り上げて頂きました。ぜひ皆様にご覧頂きたいで
す。

Press Release
島田市プレスリリース

2026年2月13日(金)　13:00～13:30

島田市役所 本庁舎 ３階 市長応接室

■取材対応：当日高校生、担当の先生への取材が可能です。取材希望の方は事前に担当（博物館課 岩崎）
までご連絡ください。
■報道駐車場：島田市役所本庁舎 駐車場をご利用ください。

・江戸時代から残る建物「川会所」の模型が完成
島田工業高等学校 建築科３年生課題研究模型班の10人が、大井川川越遺跡「川会所」の35分の１スケール模
型を制作してくれました。
この模型は令和７年５月から制作を開始、約8か月間かけて制作されました。完成を記念して市長への贈呈式を
行います。

完成した川会所模型は、令和8年4月から島田市博物館 本館で始まる展示で公開される予定です。

・「川会所」を地元高校生たちの郷土史学習の場に
川会所は、現在約150年ぶりに江戸時代にあった元の場所へ移築するための解体工事が行われています。
その工事期間中、島田工業高等学校の生徒たちは実際に工事現場を訪問し、工事の様子を見学したり、漆喰
(しっくい)の壁を剥がす体験をしたりしました。
模型をより正確に制作するための情報を現場で得ることで、郷土史への理解をより深めていました。

2026年2月4日

「川会所」模型を市長に贈呈します

島田工業高校生が歴史的文化財の模型を制作


